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彙　　　報

彙 報(平 成鍛 緯諭

人事異動

(行政職)

　　　　　　　　(配置換)

　 2月9日 　管理部庶務課長　　束　　正憲

　　　　　　 (上越教育大学総務部庶務課長)

　　　　　　群馬大学庶務部庶務課長

　　　　　　　　　　　　　　 河野　克俊

　　　　　　 (管理部庶務課長)

(教育職)

　　　　　　　　(採　用)

　 1月1日 　第一研究部助手　　笹原　亮二

　 1月16日　第二研究部助手　　寺田　吉孝

　　　　　　　　(転 任)

　 1月1日 　第一研究部助教授　岸上　伸啓

　　　　　　 (北海道教育大学助教授)

　　　　　　　　(停　年)

　 3月31日　第二研究部教授　　藤井　知昭

　　　　　　第三研究部教授　　大丸　　弘

　　　　　　　　(辞　職)

　 3月31日　第四研究部教授　　友枝　啓泰

　　　　　　 (4月1日 付けで広島市立大学

　　　　　　教授に就任)

　　　　　　 (客員研究部門)

　　　　　 　 (任期満 了)

3月31日 　 第一研 究部 教授　　小谷　凱宣

　　　　　 (名古屋 大学教授)

　　　　 第三研究部 教授　　樺 山　紘一

　　　　　 (東京大学教授)

　　　　 第三研究部教授　 　赤坂　　賢

　　　　　 (富山大学教授)

　　　　 第五研究部教授　　嶋　陸奥彦

　　　　　 (広島大学教授)

　　　　 第一研究部助教 授　瀬川　 昌久

　　　　　 (東北大学助教授)

　　　　 第二研究部助教授

　　　　　 FITZGERALD,　Timothy　 Fellowe

　　　　　(愛知学院大学外国人教師)

　　　　(外国人客員研究部門)

　　　　　 　 (任期満 了)

3月31日 　 第五研究部教授

　　　　　 　 SHAMs肌,　Amri　Baharuddin

　　　　　(マ レー シア,マ レーシア国民

　　　　　大学教授)

　　　　　 〈任期7.4.1～8.3.31>

　　　　　第五研究部 助教授

　　　　　 　　　　　　GACHET,　 Nathalie

　　　　　(フ ランス,パ リ第io大 学 ・映

　　　　　画 ・TV・ 視聴覚部講師)

　　　　　 <任期7.6.16～8.3.31>

　　　　　第五研究部教授　　李　 昆　 声

　　　　　 (中華人民共和国,雲 南省博物

　　　　　館長)

　　　　　 <任期7.10.1～8.3.31>

海外におけ る研究 ・調査 ・収集活動

氏 名 　 　　 官 職 　 　　 出 発 帰 国 　 　 行 　先

岸上　伸啓　　助教授(第 一研究部)　 8.1.16　 8.2.21　 カナ ダ

園 田　 直子　 助　 手(第 五研究部)　 8.1.26　 8.11.25　 フラソス

栗本　英世　 助教授(第 三研究部)　 8.1.29　 8.2.26　 イギ リス

立川 武藏 教 授(第 二研究部)　 8.1.30　 8.2.7イ ン ド

押川　 文子　 助教授(地 　域 　研)　 8.1.31　 8.2.17　 イ ソ ド,バ ソグラデ シュ

小長谷有紀　　助教授(第 一研究部)　 8.2.1　 8.2.ll　 中華人民共和国

栗 田　 靖之　 教　授(第 二研究部)　 8.2.1　 8.2.14　 イ ン ド,ブ ータソ王国

長野　泰彦　 教　授(第 一研究部)　 8.2.2　 8.2.7　 イン ド
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臼杵 　 　陽 　 助 教 授(地 域 研)　 8.2.2　 8.2.16　 エ ジ プ ト,イ ス ラエ ル

上 杉 　 富 之 　 助 　 手(第 二 研 究部)　 8.2.7　 8.3.21　 マ レ ー シア

山 田　 睦 男 　 教 　 授(地 　域 　研)　 8.2.12　 8.3.7　 フ ラ ンス,イ タ リア,ポ ル トガル,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ペ イ ソ

藤 井 　 龍 彦 　 　教 　 授(第 四研 究部)　 8.2.12　 8.3.13　 ペ ル ー

山本 　 紀 夫 　 教 　 授(第 五 研 究部)　 8.2.12　 8.3.15　 ブ ラ ジル,ベ ネ ズ エ ラ,パ ナ マ,メ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キ シ コ

江 ロ　 ー 久 　 教 　 授(第 三 研 究部)　 8.2.14　 8.3.20　 カ メル ー ソ,フ ラ ンス

栗 田　 靖 之 　 教 　 授(第 二 研 究部)　 8.2.15　 8.2.18　 イ ギ リス

ピー タ ー ・ジ ョセ ブ ・マ シ ウス

　 　 　 　 　 　 助 手(第 四 研 究部)8.2.158.3.3ニ ュ ー ジ ー ラ ソ ド

田村 　克 己 　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 8.2.21　 8.3.22　 タイ,ミ ャ ンマ ー

柄 木 田 明子 　 助 　 手(第 三 研 究 部)　 8.2.26　 8.4.12　 オ ース ト リア

南 　真 木 人 　 　助 　 手(第 三 研 究 部)　 8.3.1　 8.5.31　 ネ パ ール

朝 倉　 敏 夫 　 　助 教 授(第 一 研 究 部)　 8.3.3　 8.3.18　 大 韓 民 国

石森 　秀 三 　 助 教 授(第 四 研 究 部)　 8.3.5　 8。3.16　 マ レー シ ア,シ ンガ ポ ー ル

横 山　 廣子 　 　助 教 授(第 二 研 究 部)　 8.3.7　 8.3。18　 中華 人 民 共 和 国

八 杉　 佳 穂 　 助 教 授(第 四 研 究 部)　 8。3.8　 8.3.29　 グ ア テ マ ラ,ホ ン ジ ュ ラス,メ キ シ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ

吉本　 　忍　 助教授(第 五研究部)　 8.3.8　 8.3.22　 中華人民共和国

藤井　知昭　　教　授(第 二研究部)　 8.3.10　 8.3.17　 中華人民共和国

吉田　憲司　 助教授(第 四研究部)　 8.3.16　 8.3.28　 イギ リス

林 勲男 助 手(第 四研究部)8.3.168.3.28イ ギ リス

野村　雅一　 教　授(第 三研究部)　 8.3.20　 8.4.5　 ルーマニア,・・ンガ リー,オ ース ト

　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　 リア

重松真 由美　　助　手(第 一研究部)　 8.3.22　 8.4.21　 大韓民 国

塚 田　 誠之　　助教授(第 二研究部)　 8.3.27　 8.6.14　 中華人民共和国

森 田　 恒之　 教　授(第 五研究部)　 8.3,29　 8.4.17　 モ ンゴル,中 華人民共和国

朝倉　敏夫　 助教授(第 一研究部)　 8.3.29　 8。4.2　 シソガポール

池谷　和信　　助　手(第 一研究部)　 8.3.31　 8.4。14　 イギ リス

林　　勲男　 助　手(第 四研究部)　 8.3.31　 8.5.2　 ア メ リカ合衆 国

来 館 者 抄

　 1月8日 　 博 物 館 学 国 際 交流 セ ミナ ー一 行

　 　 　 　 　 PHOAVONG,　 Khamphouy(ラ オ

　 　 　 　 　 ス,ル ア ン プ ラバ ン王 宮 博 物 館

　 　 　 　 　 館 長),Juanis　 Yugak(マ レー

　 　 　 　 　 シ ア,サ バ 州博 物 館 学 芸 員(民

　 　 　 　 　 族 学)),SUKPRAMOOL,　 Pat-

　 　 　 　 　 charin(タ イ,芸 術 局 国立 地 域

　 　 　 　 　 博 物 館 課 長),PHETPRADAP,

　 　 　 　 　 Wised(タ イ,ラ ー チ ャナ ブ リ

国 立 博 物 館 館 長),Wagaw

Hailu　 Meshesna(エ チ オ ピ ア,

第 三 地 域 文 化 振 興 専 門 官),

MENA,　 Juan　 Antonio　 M.(ペ

ル ー,国 立 博 物 館 学 芸 課 長(考

古 学)),WANGANIGI,　 Paul(パ

プア ニ ュー ギ ニ ア,国 立 博 物 館

課 長(動 物 学 ・自然 保 護)),

KIKo,　 Lawrence　 I.(ソ ロモ ン諸
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彙　　　報

　　　 　　　島,国 立博物館学芸員補(考 古

　　　 　　　学))

　 1月9日 　 七瀬　時雄(労 働省労政局長),

　　　 　　　室川　 正和(労 働省労政局局長

　　　 　　　書記),松 崎　　 朗(大 阪労働

　　　 　　　基 準局長),山 本 　典子(労 働

　　　 　　　省 大阪婦人 少年室 長),桑 島

　　　 　　　靖夫(大 阪府労働部職業管理課

　　　 　　　長)

　 1月12日 　NGuYEN,　 Van　Huy(ベ トナム,

　　　 　　　ベ トナム民族学博 物館館 長),

　　　 　　　Luu,　Anh　Hung(ベ トナム民族

　　　 　　　学博物館研 究員),LE,　 Duy　Dai

　　　 　　　 (ベ トナ ム民族 学 博 物 館 研 究

　　　 　　　員),Ven'ble　 Mynak　 R.　Tulku

　　　 　　　 (ブー タソ,ブ ータ ン国立パ ロ

　　　 　　　博物館館長)

　 1月16日 　 何　耀　華(中 華人民共和国,

　　　 　　　雲南 省社会科 学院院長),王

　　　 　　　崇　理(雲 南省社会科学院総合

　　　 　　　経済研 究所所 長),萢 　祖　 鋳

　　　 　　　 (雲南省社会科学院副院長)

　 1月18日 　 五十嵐清人(会 計検査院第四局

　　　 　　　長),吉 田　 　誠(会 計検 査院

　　　 　　　渉外 広報室 国会担 当専門官),

　　　 　　　丸 山　貴志(文 部省会計課総務

　　　 　　　班)

　 1月22日 　PAYToN,　 Stephen(在 大 阪 ニ

　　　 　　　 ュージー ラン ド総領事)

　 1月23日 　 樋 口　 隆康(京 都大学名誉教授)

　 1月30日 　ToKITA,　 Alison(オ ース トラリ

　　　 　　　 ア,モ ナ ッシュ大学 日本文学科

　　　 　　　 主任 教授)

　 2月5日 　 大西　　清(八 日市大凧保存会

　　　 　 会長),藤 田　 直利(世 界凧博

　　　 　 物 館 ・八 日市大 凧会館館長),

　　　 　 鳥居 　勝久(八 日市大凧会館学

　　　 　 芸 員),西 田　 紀雄(八 日市商

　　　 　 工 観光課 長),小 梶　 隆司(八

　　　 　 日市 商工観 光課観光 係長)

2月8日 　GARcIA,　Armando(ア メ リカ合

　　　 　 衆 国,IBM研 究所 副所長),

　　　 　 GupTA,　Satish(IBM研 究所研 究

　　　 　 員)

2月13日 江 家 福(中 華人民共和国,

　　　 　 中国少数民族対外交流協 会副会

　　　 　 長),王 　海 　清(中 国少数 民

　　　 　 族対外交流協会理事)

2月20日 　 野村 　　昇((財)大 阪港 開発

　　　 　 技 術協会開発 部長),大 橋

　　　 　 清(ふ れ あい港館 館長),南 平

　　　 　　　 昭(ふ れ あい港館副館長)

2月21日 韓 景 旭(中 華人民共和 国)

2月22日 　 笹原　　保(東 京都江戸東京博

　　　 　 物 館副館長),谷 本　信 一(東

　　　 　 京都江戸東京博物館普及情報課

　　　 　 長)

　　　 　 岩手県前 沢町立牛の博物館一行

2月27日 　 C田N,Kyohun(大 韓民国,韓 国

　　　 　　ソ ウル大学校 図書館 長),KIM,

　　　 　 Seong-joong(韓 国 ソウル大学

　　　 　 校 図 書 館 電 算 化 課 長),CHO,

　　　 　 Sun-yeong(韓 国 ソウル大学校

　　　 　　図 書 館 電 算 化 係 長),PARK,

　　　 　 Jeong-joo　 (韓 国 ソウル大学校

　　　 　　図書館整理課 日本書担当)

3月6日 　 VILINBAHOV,　 George　 Vadimo-

　　　 　 bich(ロ シア連邦,エ ル ミター

　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　287



　　　 　　 ジ ュ美術館副 館長),NECxasV,

　　　 　　 Mark　 Dmitrievich(エ ル ミター

　　　 　　 ジュ美術館研究員),S虹D(㎜o,

　　　 　　 Anatory　Vladimirovich(エ ル ミ

　　　 　　 タ ー ジ ュ美 術 館 開 発 部 長),

　　　 　　 VolTsovA,　Nina　Georgievna(エ

　　　 　　 ル ミタージ ュ美術館渉外担当),

　　　 　　 BuxxaEV,　 Yury　 Gbnnadievich

　　　 　　 (エル ミタージ ュ美術館),池 田

　　　 　　　 智 絵(日 本 エル ミタージ ュ基

　　　 　　 金設立委 員会委 員),森 田　 重

　　　 　　 彦(日 本安全保障警 備(株)国

　　　 　　 際局海外事業部部長)

　3月10日 　 台湾 「地方文 化的資源収集及伝

　　　 　　 播」研修団一行　団長　翁　徐

　　　 　　　 得(台 湾省手工業研究所長)

　3月18日 　 湯下　博之(外 務省研修所長),

　　　 　　 青 山　利勝(外 務省研修所教務

　　　 　　 主事)

　 3月19日 張 薙 吟(中 華人民共和国,

　　　 　　 中国社会科学院亜洲太平洋研究

　　　 　　 所所長)

　 3月22日 　 WAsI,　 Prawase(タ イ,地 方開

　　　 　　 発財団理事長)

　 3月24日 　川村 　恒 明(日 本 育 英会 理事

　　　 　　 長),堅 田　徳 宏(神 戸大学 医

　　　 　　 学部事務部長)

　 3月25日 　PRzYBYsz,　Kazimierz(ポ ーラソ

　　　 　　　 ド共 和国,国 民教育 省次官),

　　　 　　 POPTONKOWSKI,　 Tadeusz(国 民

　　　 　　 教育 省高等 教育局 次長),井 門

　　　 　　　 俊 治(埼玉大学工学部助教授)

　　　 　　　 「日蘭架 け橋計画」 オラ ンダ博

　　　 　　 物 館 ・美 術 館 関 係 老 一 行

　　　 　　 ENG肌SMAN,　 S.　B.(オ ラ ソダ,
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　 　　 　 国立 ライデ ソ民 族学博 物 館 館

　 　　 　 長),Vos,　 R.(フ リース ラン ト

　 　　 　 州立博物館館長)

　 　　 　 張 　之　平(中 華人民共和国,

　 　　 　 中国文物研究所古建築保護設計

　 　　 　 部 副主任),楊 　　 　新(中 国

　 　　 　 文 物研 究所古建築保護設計部工

　 　　 　 程師),楊 　 昌　 鳴(天 津 大学

　 　　 　 建築学系 副教授),浅 川　 滋男

　 　　 　　 (奈良国立文化財研究所平城宮

　 　　 　 跡発掘 調査部主 任研究官),高

　 　　 　 橋え り子(京 都女子大学生活造

　 　　 　 形学科講師)

3月26日 　 デーム ・テ ・アタイ ランギカー

　 　　 　 フ(ニ ュージーラソ ド,マ オ リ

　 　　 　 女王),マ ハ ライ ア ・ロバ ー ト

　 　　 　　・パキ(マ オ リ女王令息),ナ ロ

　 　　 　 ウ ・トゥパ エ ア(マ オ リ族 長

　 　　 　 老),プ ハ ソガ ・バ トリシア ・

　 　　 　　トゥパ エ ア(マ オ リ族長老),

　 　　 　 ラウポ ・トロア ・カークウ ッド

　 　　 　　 (マオ リ族女王秘 書),シ ラ ・

　 　　 　 ル ル ヒラ ・ヘ ン リー(ニ ュー

　 　　 　 ジーラソ ド)



　　　　 　　　　　　　　国 立 民 族 学 博物 館 研 究 報 告 寄 稿 要 項

1.国 立民族学博物館 研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論文,資 料 ・研究 ノー ト,

調査 研究活動報告等 を掲載 ・発表す るこ とに よ り,民 族学(文 化人類 学)の 発展に寄与す る

　ものである。

2.国 立民族学博物館研究報告 に寄稿す ることがで きる者 は,次 の とお りとす る。

　 (1)国 立民族学博 物館(以 下 「本館」 とい う。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組

　　 織,運 営Y'関 与す る者

　 (2)本 館が受 け入れ た各種研究員及び研究協力者

　 (3)そ の他 本館 において適 当 と認めた者

3.原 稿 を寄稿す る場合は,論 文,資 料 ・研究 ノー ト,調 査研 究活動報告等 の うち,い ずれで

あ るか をそ の表 紙Y'明 記す るもの とす る。なお,こ の区分 について の最終的 な調整 は,国 立

民族学博物 館研 究報告編集委員会(以 下 「編集委員会」 とい う。)に おいて行 う。(編 集す る

場合 は,原 則 と して論文及 び資料 ・研究 ノー トを1段 組,そ の他 の ものを2段 組 と して取 り

扱 う。)

4.原 稿執筆 におけ る使用言語 は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペ イ ン語,ロ シア語,中 国

語及 び ドイ ツ語の うちいずれ を用 いて も差 し支 えない。 ただ し,そ の他 の言語 を用い る場合

は,編 集委員会に相談す るもの とする。

5.特 殊 な文字,記 号,印 刷方法等が必要 な場 合は,編 集委員会 に相談す るもの とする。

6.寄 稿す る原稿 が論文 で,日 本語 を使用す る場 合は,原 則 として英文 に よ り500語程度 の要 旨

　を付 ける もの と し,そ の他 の言語に よる論文 の場 合は,編 集委員会 に相 談す るもの とす る。

　なお,寄 稿 す る原稿 につ いては,執 筆者名 の ローマ字表記及び原稿表題 の英文を付記 しなけ

　れぽ ならない。

7.寄 稿す る原稿 の枚数 は,原 則 と して制 限 しない。ただ し,編 集 す る場合は編集委員会 の判

　断に より,紙 数等 の関係か ら分割 して掲載す ることがある。

8.寄 稿す る原稿 は,必 ず清書(欧 文 の場 合は タイプ)し,原 稿の写 し1部 を添付す る もの と

　する。 なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リングは,編 集委員会 で処理す る。

9.寄 稿 された原稿 は,審 査委員会 において審 査の うえ,採 否 を決定す る。な お,原 稿 は,採

否 にかかわ らず原則 として返却 しない。

10.稿 料 の支払 い,掲 載料 の徴収 は行わ ない。

11.原 稿の執筆 に当 っては,別 に定め る 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 による。

12.原 稿の寄稿先及び連絡先 は,次 の とお りとす る。

　　　〒565　 大 阪府 吹田市千里　万博公園10-1

　　　　 　　 国立 民族学博物館 内

　　　　 　　 国立民族学博物館研究報告編集委員会(電 話　代表06-876-2151)
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1.原 稿は,200字 詰原稿用紙を使用 し,横 書 き とす る。

2.原 稿は,図,表 を除 き,原 則 として黒 イ ソクを使用す る。

3.日 本語を使用 して執筆す る場 合は,原 則 として当用漢字,現 代かなつかいを用い る。

4.句 読点,括 弧,各 種記号等は,原 則 として原稿用紙 のマス 目1字 分 の扱いをす る。

5.原 稿 中の年号,月 日及 びその他の数字は,原 則 として アラ ビア数字 を用 い る。 なお,年 号

　は,原 則 として西暦 とす る。

6.図 及 び表 は,一 図,一 表 ごとに別紙に書 き,本 文 とは別に一括 して添付 す るもの とす る。

　なお,図,表 ごとに通 し番 号(「 図1」,「 表1」 等 の要領に よ り記入),図,表 名及び説 明並

　び に出典等を記 し,本 文原稿の欄 外には,そ れぞれ のそ う入箇所を指定す るもの とす る。

7.写 真 は,写 りの明瞭な もので,手 札判 以上 の大 きさに焼 き付 けた ものに限 り,図 及 び表 の

扱 いに準 じて通 し番号,説 明を付けた うえ,そ う入箇所を指定す る もの とす る。ただ し,カ

　 ラー写真は,原 則 と して受け付けない。

8.本 文 又は脚注に おいて文献 を指示す る場 合は,カ ギ括弧を付 け,著 者名,文 献刊行年 次,

　引用ペ ージ数の順 に下記の例に従 って記載する。

　　 [柳田　 1942:67-69]

　　 [Leach　1961:123]

　　 [柳田　1942:67-69,1944:20-22;Leach　 1961:123]

　た だ し,同 年次刊行物の場合は,ア ル ファベ ッ ト順 に よ り,下記 のよ うに記載す るもの とす る。

　　 [柳田　 1942a:20-22][柳 田　 1942b:10]

9.脚 注は,一 つ一つ別紙 に記 し,通 し番号 を付け る。 なお,本 文 中に脚注をそ う入す る箇所

　には,脚 注 の当該番号を記入 し,別 紙の脚注には,本 文 のページ数を 明記す るものとす る。

10.本 文及び脚注 において参照 した文献 は,す べて原稿 の末尾 にま とめて下記 の方法 に よ り記

　入す る。

　 (1)文 献 の配列は,著 者名の アル ファベ ヅト順 とす る こと。

　 (2)文 献 の記載 は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版 社名の順 とす る

　　　 こと。

　　　欧文 の雑誌 名及び単行本 名は,イ タリ ック体にす るため,原 稿 には下線を引 くこと。 ま

　　　た,ロ ーマ字人名 は,ス モ ール ・キ ャピタル とす るため,二 重下 線を引 き,日 本文 の場

　　　合 は,論 題に カギ括弧,雑 誌 名及び単行本 名に二重の カギ括弧 を付け るこ と。雑誌 の巻

　　　数及び号数は,原 則 として アラビア数字を用いる こと。

　　　 (例)

　　　 論文 の場合(1)

　　　 　 石 田英一郎

　　　 　　　 1948　 「文化史的民族学成立の基本問題」r民 族学研究』13(4):311-330。

 Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current An-

        thropology 14 (4): 357-372.
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論文 の場合(2)

　杉 浦　 1`

　　　 1942　 「民 間信仰 の話」柳 田国男編 『日本民俗学研究』岩波 書店,pp.117-143。

Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal 

        Abuse. In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of 

         Language, The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

　泉　　靖一

　　　 1966　 『文明を もった生物』 日本放送 出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in An-

        thropology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological 

         Research, Inc.

翻訳書 の場合

　 エ リアーデ,M.

　 　 　1974『 シャーマニズムー 古代的エ クス タシー技 術　 　』堀一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The 

        University of Chicago Press.
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